
3 広報ひこね　平成15年３月15日

滋
賀
県
は
、
京
都
・
奈
良
に
隣

接
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
い
ろ

い
ろ
な
形
で
歴
史
上
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
彦
根
、

豊
郷
、
甲
良
、
多
賀
の
地
域
も
そ

の
一
役
を
担に

な

い
、
奈
良
時
代
に
は

犬
上
郡
と
さ
れ
、
遣
唐
使
で
有
名

な
犬い

ぬ

上が
み
の

御み

田た

鋤す
き

と
関
係
す
る
犬
上

氏
の
勢
力
圏
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
自
然
に
恵
ま
れ
た
鈴
鹿

山
脈
、
そ
こ
を
源
に
す
る
芹
川
・

犬
上
川
・
宇
曽
川
・
愛
知
川
流
域

の
平
野
部
や
琵び

琶わ

湖
は
、
人
々
の

生
活
を
潤
し
な
が
ら
永な

が

い
歴
史
を

合
併
に
つ
い
て
協
議
を
し
て
い
る
彦
根
市
・
豊
郷
町
・
甲
良
町
・
多
賀
町
の
１
市
３

町
は
、
こ
れ
ま
で
ど
ん
な
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

﹁
１
市
３
町
の
あ
ゆ
み
、
つ
な
が
り
﹂
を
テ
ー
マ
に
、
今
日
ま
で
伝
え
ら
れ
て
き
た

歴
史
を
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
の
歴
史
の
研
究
に
携
わ
っ
て
い
る
人
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
地
域
の
来
し
方
行
く
末
に
思
い
を
は
せ
て
く
だ
さ
い
。

育は
ぐ
く

ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
歴
史

を
、
遺
跡
の
古
い
も
の
か
ら
順
に

み
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
地
域
で
最
も
古
い
遺
跡
は

な
ん
だ
ろ
う
、
と
思
わ
れ
た
こ
と

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
県
内
で
は

旧
石
器
時
代
の
遺
跡
の
存
在
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
彦
根
・
犬

上
地
域
で
は
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
で
す
が
、
発
見
さ
れ
て
い
な

い
だ
け
で
、
旧
石
器
時
代
か
ら
人

が
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思

わ
れ
ま
す
。
現
在
、
彦
根
・
犬
上

地
域
で
一
番
古
い
遺
跡
は
、
甲
良

町
に
あ
る
縄
文
時
代
中

期
の
北き

た

落お
ち

遺
跡
で
す
。

最
近
、
縄
文
時
代
の
遺

跡
で
同
じ
く
甲
良
町
の

小こ

川
原

が

わ

ら

遺
跡
や
多
賀
町

の
土
田
遺
跡
な
ど
で
注

目
さ
れ
る
発
掘
調
査
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

県
内
唯
一
の
縄
文
時
代

晩
期
の
洞ど

う

窟く
つ

遺
跡
が
、

多
賀
町
の
佐
目
洞
窟
遺

跡
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
琵
琶

湖
岸
か
ら
鈴
鹿
山
脈
の
中
腹
部
ま

で
転
々
と
発
見
さ
れ
て
い
る
縄
文

時
代
の
遺
跡
は
、
県
内
で
も
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。

弥
生
時
代
に
な
る
と
、
遺
跡
の

数
も
少
し
増
え
ま
す
が
、
愛
知

郡
や
坂
田
郡
に
比
べ
る
と
発
見
さ

れ
て
い
る
遺
跡
は
少
な
い
よ
う
で

す
。
代
表
的
な
遺
跡
は
彦
根
市
の

川か
わ

瀬せ

馬ば

場ば

遺
跡
で
、
大
規
模
な
集

落
の
存
在
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

古
墳
時
代
に
な
る
と
、
平
野
部

中
流
域
を
中
心
に
集
落
遺
跡
が
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
特

に
、
後
期
古
墳
群
と
呼
ば
れ
る
、

円え
ん

墳ぷ
ん

が
群
集
す
る
遺
跡
が
、
犬
上

川
右
岸
の
平
野
部
上
流
域
に
集
中

す
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
多

賀
町
の
楢な

ら

崎さ
き

古
墳
群
や
甲
良
町
の

北
落
古
墳
群
で
す
。
愛
知
川
流
域

の
古
墳
群
は
大
陸
か
ら
渡
っ
て
き

た
「
渡と

来ら
い

系け
い

」
と
さ
れ
て
い
る
の

に
対
し
、
犬
上
川
流
域
は
古
来
か

ら
湖
東
地
域
に
住
ん
で
い
た
「
在ざ

い

地ち

系け
い

」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
興

味
深
い
こ
と
で
す
。

奈
良
・
平
安
時
代
で
も
集
落
跡

な
ど
の
遺
跡
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
代
に
、
現
在
と
同
じ
よ
う

な
主
要
幹
線
道
が
成
立
し
、
農
業

や
産
業
の
基
盤
が
築
か
れ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
代
表
的
な
遺
跡
は

竹た
け

ヶが

鼻は
な

廃は
い

寺じ

遺
跡
で
、
平
安
時
代

の
政
権
と
関
係
す
る
大
規
模
な
掘ほ

っ

立た
て

柱ば
し
ら

建た
て

物も
の

群ぐ
ん

が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。

中
世
や
近
世
の
遺
跡
も
た
く
さ

ん
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
近
世

で
は
や
は
り
彦
根
城
を
中
心
に
し

た
城
下
町
を
含
む
歴
史
は
貴
重
な

資
料
で
す
。
し
か
し
、
近
世
以
前

は
彦
根
城
以
外
の
地
域
が
繁
栄
し

て
い
た
こ
と
が
遺
跡
か
ら
分
か
り

ま
す
。
佐
和
山
城
跡
や
佐
々
木
氏

関
係
の
山
城
跡
は
日
本
史
上
で
も

重
要
な
遺
跡
で
す
し
、
人
々
の
暮

ら
し
は
中
山
道
や
朝
鮮
人
街
道
、

琵
琶
湖
や
河
川
を
中
心
に
く
り
広

げ
ら
れ
て
き
た
こ
と
も
遺
跡
か
ら

容
易
に
推
測
で
き
ま
す
。

ほ
か
に
も
紹
介
で
き
な
か
っ
た

貴
重
な
遺
跡
や
発
掘
調
査
事
例
が

多
く
あ
り
、
豊
か
な
自
然
の
恵
み

を
受
け
現
在
ま
で
続
く
地
域
の
歴

史
を
遺
跡
か
ら
見
直
し
て
み
る
の

も
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
多
賀
町
教
育
委
員
会
文
化
財
係

音お
と

田だ

直な
お

記き)

お
わ
び
と
訂
正

２
月
15
日
号
本
欄（
３
ペ
ー
ジ
）

に
掲
載
し
た
「
多
賀
信
仰
の
ひ
ろ

が
り
」
中
、
多
賀
大
社
の
末
社
で

あ
る
山
田
神
社
の
所
在
地
が
「
宮

田
町
」
と
あ
る
の
は
「
野
田
山
町
」

の
誤
り
で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。

発
掘
調
査
さ
れ
た
竹
ヶ
鼻
遺
跡
︵
竹
ケ
鼻
町
︶

も
と
に
調
整
し
て
、統
一
し
ま
す
。

④
職
員
の
給
与
制
度
に
つ
い
て
も
調

整
し
て
、
統
一
し
ま
す
。
な
お
、

合
併
す
る
と
き
に
職
員
で
あ
る
者

に
つ
い
て
は
、
現
在
の
給
料
を
保

証
し
ま
す
。

◆
特
別
職
の
身
分
の
取
り
扱
い

①
新
設
合
併
の
場
合
、法
令
に
よ
り
、

合
併
関
係
市
町
の
特
別
職（
市
長
、

助
役
、
収
入
役
、
教
育
長
な
ど
）

に
つ
い
て
は
、
合
併
の
日
の
前
日

に
、
全
員
が
職
を
失
い
ま
す
。

②
常
勤
特
別
職
（
市
長
、
助
役
、
収

入
役
、
教
育
長
）
と
行
政
委
員
会

委
員
（
教
育
委
員
会
、
選
挙
管
理

委
員
会
な
ど
の
委
員
）
の
設
置
・

人
数
・
任
用
な
ど
に
つ
い
て
は
、

法
令
な
ど
の
定
め
に
従
い
調
整
し

ま
す
。

③
審
議
会
、
委
員
会
な
ど
の
付
属
機

関
や
そ
の
他
の
特
別
職
（
各
審
議

会
や
協
議
会
の
委
員
な
ど
）
に
つ

い
て
は
、
合
併
関
係
市
町
に
設
置

さ
れ
て
い
て
、
合
併
後
の
市
に
お

い
て
引
き
続
き
設
置
す
る
必
要
の

あ
る
も
の
は
、
現
在
の
制
度
を
も

と
に
一
つ
に
ま
と
め
る
な
ど
調

整
し
、
合
併
後
に
新
た
に
選
任
し

ま
す
。

※
第
７
回
会
議
で
協
議
さ
れ
た
「
使
用
料
、

手
数
料
等
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
（
そ

の
１
）」
は
、
今
回
の
広
報
ひ
こ
ね
と
同

時
に
配
布
し
て
い
る
「
合
併
協
議
会
だ

よ
り
第
４
号
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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や
町
の
名
前
（
彦
根
、
豊
郷
、
甲
良
、

多
賀
）
と
、
公
募
し
た
名
前
の
中
か

ら
小
委
員
会
で
選
ば
れ
た
名
前
を
候

補
に
し
て
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

※
小
委
員
会
＝
合
併
協
議
会
に
つ
く
ら
れ

た
組
織

◆
合
併
後
の
市
の
事
務
所（
市
役
所
）

の
位
置

①
合
併
後
の
市
の
事
務
所（
市
役
所
）

は
、
当
面
こ
れ
ま
で
の
建
物
を
使

う
こ
と
に
し
、
そ
の
場
所
は
建
物

の
大
き
さ
や
利
用
し
や
す
さ
、
他

の
行
政
機
関
と
の
位
置
関
係
な
ど

を
考
え
て
、
彦
根
市
元
町
４
番
２

号
（
現
在
の
彦
根
市
役
所
）
と
し

ま
す
。
な
お
、
当
面
と
い
う
の
は

彦
根
市
・
豊
郷
町
・
甲
良
町
・
多

賀
町
合
併
協
議
会
で
は
、
昨
年
８
月

に
協
議
会
を
設
置
し
て
以
来
、
今
日

ま
で
７
回
に
わ
た
る
会
議
を
開
催

し
、
合
併
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な

市
に
す
る
の
か
な
ど
に
つ
い
て
、
具

体
的
な
協
議
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
合
併
の
方
式
や
時
期
、
合
併
後

の
市
の
名
前
の
決
め
方
や
事
務
所
の

位
置
な
ど
、
合
併
す
る
場
合
の
協
定

項
目
に
つ
い
て
協
議
、
確
認
を
し
て

き
ま
し
た
。

こ
の
協
議
・
確
認
の
内
容
な
ど
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
「
広
報
ひ
こ

ね
」
や
「
合
併
協
議
会
だ
よ
り
」
な

ど
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
協
議
会

に
お
け
る
確
認
事
項
を
ま
と
め
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

合
併
協
議
会
（
第
１
回
か
ら
第
６

回
ま
で
）
に
お
け
る
確
認
事
項

◆
合
併
の
方
式

合
併
前
の
市
や
町
（
彦
根
市
、
豊

郷
町
、
甲
良
町
、
多
賀
町
）
の
区
域

で
新
し
い
市
を
つ
く
る
、
新
設
の
合

併
と
し
ま
す
。

◆
合
併
の
期
日

合
併
す
る
場
合
、
そ
の
期
日
は
、

平
成
17
年
２
月
と
し
ま
す
。

◆
合
併
後
の
市
の
名
前

合
併
後
の
市
の
名
前
は
、
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
て
合
併
協
議
会
で
決
定
し
ま

す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
現
在
の
市

10
年
を
め
ど
と
し
ま
す
。

②
合
併
す
る
前
の
各
町
（
豊
郷
町
、

甲
良
町
、
多
賀
町
）
の
事
務
所

（
町
役
場
）
は
、
支
所
と
し
ま
す
。

◆
条
例
、
規
則
等
の
取
り
扱
い

新
設
合
併
の
場
合
、
各
市
町
の
条

例
・
規
則
な
ど
は
そ
の
効
力
を
失
い

ま
す
。
ま
た
、
合
併
と
同
時
に
消
滅

す
る
こ
と
に
な
る
一
部
事
務
組
合
の

条
例
・
規
則
な
ど
も
そ
の
効
力
を
失

い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
合
併
後
の
市
に
お
い

て
必
要
と
な
る
条
例
・
規
則
な
ど
に

つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
合
併
協

議
会
で
話
し
合
っ
た
内
容
に
基
づ
き
、

合
併
後
の
市
に
お
い
て
新
し
く
作
り

ま
す
。

※
一
部
事
務
組
合
＝
い
く
つ
か
の
市
や
町

の
仕
事
を
共
同
で
処
理
す
る
組
合
で
、

彦
根
犬
上
広
域
行
政
組
合
や
彦
根
市
犬

上
郡
営
林
組
合
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◆
慣
行
の
取
り
扱
い

①
市
章
、
市
民
憲
章
、
市
の
木
、
市

の
花
、
市
の
鳥
、
市
の
歌
に
つ
い

て
は
、
合
併
後
に
定
め
ま
す
。

②
宣
言
や
表
彰
も
、
合
併
後
に
定
め

ま
す
。

◆
一
般
職
の
職
員
の
身
分
の
取
り
扱

い
①
１
市
３
町
の
一
般
職
の
職
員
（
市

長
、
助
役
、
収
入
役
な
ど
特
別
職

の
職
員
以
外
の
す
べ
て
の
職
員
）

は
、
す
べ
て
合
併
後
の
市
の
職
員

と
し
ま
す
。

②
職
員
の
人
数
に
つ
い
て
は
、
合
併

後
の
市
に
お
い
て
、
定
員
適
正
化

計
画
（
職
員
の
人
数
を
適
切
に
管

理
す
る
計
画
）
を
決
め
て
、
適
切

な
人
数
に
な
る
よ
う
に
し
ま
す
。

③
職
名
（
課
長
や
係
長
な
ど
）
や
任

用
要
件
（
職
員
と
し
て
採
用
な
ど

を
行
う
際
に
必
要
な
条
件
）
に
つ

い
て
は
、
彦
根
市
の
任
用
要
件
を
　

新市将来構想策定に係る
住民シンポジウムを開催

彦根市・豊郷町・甲良町・多賀町合併協議会
では、新市将来構想策定に係る住民シンポジウ
ムを下記のとおり開催します。このシンポジウ
ムは新市将来構想の策定に向けて、住民の皆さ
んとともに考えていくものです。
１市３町が合併したときのまちづくりの理念
や方向性など、新市の将来を展望し、意見を交
換し合う大変重要な機会です。是非ご参加くだ
さい。

日時 ３月29日㈯　14：00～16：00
場所 甲良町公民館（甲良町役場の隣）
内容 ・新市将来構想案の策定経過と構想案の

説明
・構想案の取りまとめ報告
・パネルディスカッション

事前の申し込みは不要です。当日、会場に直
接お越しください。

問い合わせ先 彦根市・豊郷町・甲良町・多賀
町合併協議会事務局☎22-1411（内線429）、
FAX22-1398


